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皇

産
霊

神
を

勧
請
し
て

い

る
。

『

白
川

家
門
人

帳
』

（
「
諸
国
御
門
人

帳

丙』
）

の

斎
藤
長
門
は、

や

は
り
斎
藤
可
怜
の

可
能
性
が

高
い

。

　
金
光

図
書
館
所
蔵
『

白
川
家
諸
国

勧
遷

留
』

の

文
政
十
一

年
六

月
条
に

は
、

次
の

記
録
が

あ
る
。

　

　
六

月
三

十
日

下
ス

／
一
　

高
皇

産
霊

神
〔

願
人
敷
地
之

鎮
守
　
官
金

　

　
五

百
疋
半
減
登
ル
〕

／
石
州
浜
田
／
松
平
周
防
守
殿
蕃
中
／
願
人

　

　
 
　
斎
藤
可
怜
／
申
次
江
戸
役
所
よ

り
　
　
　
（
／
は

先
に

同
じ）

文
政
十
一

年
六
月
三

十
日
に

斎
藤
可
怜
が

敷
地
の

鎮
守
に

伯
家
か

ら
高
皇

産
霊
神
を
勧
請
し
て

い

る
。

日

付
も
明
確
と

な
っ

た
。

こ

れ

は

白
川
家
の

公
的
記
録
で

あ
り、

「

鎮
魂
祭
秘
鑑
』

「

写
」

の

内
容
が

事
実
で

あ
る
と

証

さ
れ
た

。

『

諸
国
勧
遷

留
』

に

は

「

申
次
江

戸
役
所
よ
り

」

と

あ
り、

『

門

人
帳
』

に

も
「

江
戸
役
所
ヨ

リ

申
越
」

と

あ
る

の

で
、

斎
藤
長
門
が
斎
藤

可
怜
で

あ
る

と
の

仮
説
は
成
立
し

得
る、

と
考
え
る

。

　

以
上

、

未
だ
不
詳
な

点
が

多
い

国
学
者
斎
藤
彦
麿
に

つ

い

て、

新
事
実

を
提

供
で

き
た

。

そ
れ
は

、

彦
麿
が

文
政
十
一

年
六
月
に

白
川
家
へ

入
門

し

て

お

り、

「

斎
藤
長
門
」

と

名
乗
っ

て

い

た

こ

と
で

あ
る
。

平
田

篤
胤
と

道

教

　
　

　
　
『

志
都
能

石
屋
』

『

鑿
宗
伸
景
考
L

に

つ

い

て

坂

出

　
祚

仲

　
『

新
修
平
田
篤
胤
全
集
』

に

は

『

志
都
能
石
屋
講
本
』

（
『

医
道

大
意』

文

化
八

年

∴

八

二

成）

『

靈
宗
仲
景
考』
（
文
政
一

〇

年

二

八

二

七
）

を
考
察

す
る

が
、

別
に

［，
金
匱
玉
函

経
解
』

（
文
久、
兀

年
・
一

八

六

こ

も

収
め

ら
れ
て

い

る
。

そ
の

他
に
も

国
立
歴

史
民
俗

博
物
館
に

は
、

「

傷

寒
論
』

『

金

匱
玉
函
要
方
」

の

注
解
書
の

草

稿
本
が

多．
く
残
さ
れ

て

い

る
。

『
志
都

能
石
屋
講

本
』

に

つ

い

て

は
、

先
ず

、

「

（

孫
思

靆
や

張
子
和
な
ど

の

名
医
は
）

医
薬
と

呪
禁
と
を

兼
ね

て
い

る
」

と

断
言
し
て

い

る

の

に

注

意
し

た
い

。

篤
胤
は

「

さ

て

医
薬
の

道
は
、

神
皇
産
霊
大
神
よ
り

始
ま
り

大
穴
牟
遅
少

彦
名
神
の

御
受
継
な
さ
れ、

な

ほ

広
く
御
撰
み

有
て、

此
御

世
よ

り、

万

同
へ

ま
で

も
御
伝
へ

遊
ば

さ
れ

た

る

こ

と
・

見
え
ま

す
る
」

と

述
べ

て

い

る

よ

う
に

、

我
が

国
の

医

学
は
、

神
皇
産

霊

大
神
が

創
始

し、

大
穴
牟
遅
神
と

少
彦
名
神
が
継

承
し
た

と

す
る
『
日
本

書
紀』

神

代

巻
の

記
述
を

引
用
す
る

。

た

だ

し、

篤
胤
は

漢
方
が
渡
来
す
る

ま
で

に

早

く
皇
国
で

も

独
自
に

医
薬
が
始
ま
っ

て

い

た

こ

と

と、

医
薬
に

は

療
病
の

方
と

と

も
に

禁
厭
の

法
が

あ
る
と

考
え
て
い

た
。

『

山

海
経
』

『

黄
帝
内

経

素
問
」

な
ど
の

漢

籍
に

見
え
る

「

巫

祝
」

「

巫

医
」

の

用
例

を
次
々

に

挙

げ
て、

こ

れ

ら
は

医
が
巫

祝
を
兼
ね
て

い

た

時

期
で

あ
る

と

し、

時
代
が

降
る
に

つ

れ

て、

両
者
は

分
離
し、

巫
祝
に

対
し

て

医
あ
る

い

は

医
師、

疾
医
と

称
さ
れ
る

よ

う
に、

医
が
独
立
し
て

き
た

。

し
か
し
、

両
者
は

そ

の

後
も
並
立

し
て
、

唐

代
の

医

療
官
制
で

あ
る
太
医
局
に

、

医
師
と
と
も

に

咒
禁
博

士、

咒
禁
生
を

置
い

て

い

る
と

し
、

我
が

国
で

も
同

様
で

あ

り、

二

柱
の

神
が
医
療
と

禁
厭
と
を

創
始
し

て

以

来
、

古
代
の

制
度
は

唐

制
を
模
倣
し
て

い

る

か
ら、

典

薬
寮
に

は、

咒
禁
博
士

、

咒

禁
生

が
立
て

ら

れ

て

い

る

と
述
べ

る
。

篤
胤
自
身
の

医
者
と

し
て

の

修

業
は
、

「

大
壑

君
御
一

代
畧
記
」

に

よ

れ
ば
、

早
く
も

十
一

歳
の

時
に

始
ま
っ

て

い

る

が
、

渡
邊
金
造

『

平
田

篤
胤
研

究
」

所
収
の

書
簡
「

天

保
十
二

年
十
二

月

二

十
四

日

　
佐
竹

侯
病

気
薬
方

案
」

に

よ

る

と
、

江
戸
に

出
て

以
後
の

篤

胤
が

学
ん

だ

医
方
は

古

方
派
の

重
鎮
・

吉
益

東
洞
に

学
ん

だ

和
田

東
郭

398（1232）
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（
一

七

四
四

−
一

八
〇一、
じ

の

門
人
・

竹
井
大

業
（
詳

細
不
明）

か

ら

東

郭
に

よ

る

治
験
例
を
学
ん

だ

と

い

う
か
ら、

篤
胤
も
古
方
派
の

医
者
と

し

て

開
業
し
て

い

た

よ

う
で

あ
る．．

し
か

し、

一

方
で

は
、

最
近
よ

う
や
く

皇

国
本
来
の

医
薬
の

道
が

再
興
し

つ

つ

あ
る

情
勢
を
喜
ん

で

い

る
。

「

然

る

に

近

頃、

わ

が

古
学
の

興
り
た

る

よ

り、

此
道
も
開
け
初
て
、

漢
方
に

依
ら

ず
医
療
を

為
す
者
も
、

か

つ

か

つ

出
来
た

る

は
、

然
す
が
に

神
の

御

国
の

印
に

て
、

い

と
も

愛
た

き
こ

と
で

ご

ざ
る

。

」

と
。

こ

こ

で

篤
胤
は

「

和
方
」

と

称
す
べ

き
医
方
の
一

分
野
が

自
分
の

門
下
に

興
起

し
た
こ

と

を

誇
り
と
し
、

そ

の

発
展
に

期
待
し

て

い

る

と
思
わ
れ

る
。

篤
胤
の

真
菅

乃

屋
時
代
の

塾
生
に

森
川

宗
円
な
る

人

物
が

あ
っ

て
、

利
方
家
を

自
任
し

た
と
い

う
こ

と
が
、

早
く
富
ヒ

川
游
に

よ

り
指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　
『

靈

宗
仲
景

考
』

は

「

大
壑
君
御
一

代
畧

記
」

に

よ
れ

ば
、

文
政
一

〇

年
（
一

八
】
一
）

の

条
に

「

翳

宗
仲
景

考
刻

成
」

と

記
さ
れ

て

い

る
の

で
、

h

志
都
能
石
屋
講
本』

と

は

時
期
的
に
か
な
り
後
に

著
さ
れ
て

い

る
。

そ
の

二

年
前
に

「

葛
仙
翁

伝
』

が

書
か

れ
て

い

る

の

を

始
め
、

そ
の

前
後

に

は

『

五

嶽
真
形
図
」

「

黄
帝
伝

記
』

な
ど

道
教
経
典
に

か

か

わ

る

著

作

が

多
い

。

本
書
の

内

容
は
「

伊
吹
能
舎

先
生

著
撰

書
目
」

に
よ

れ
ば

、

「

占

今
の

偉
人、

傷
寒
雑
病

論
、

金

匱
要
略

方
論
を

医
薬
の

祖

典
と

尊

奉

す
る
に、

其
の

撰

者
を
張

機
、

字
は

仲
景
と

伝
へ

来
つ

れ

ど
、

史
籍
に

其

傳
な
き
こ

と
を
遺

憾
に

思
へ

る

に
、

此
は

葛
玄

、

字
は

孝
先
と

云
ひ

し
、

真
人
の

寓

名
な
る

由
を

、

諸
書
に

徴
し
て
、

委
曲
に

考
へ

記
さ
れ
し

物
な

り
」

と

説
明

さ
れ
て

い

る
．

つ

ま

り、

『

傷
寒
雑

病
論
』

『

金

匱
要

略
方

論
」

の

撰
者
を
葛
玄
だ
と

推
定
し

、

そ
の

文
献
的

考
証
を
試
み

た

著
作
で

あ
り、

篤
胤
な
り
に

か
な

り
広

範
囲
に

、

緻
密
に

推
論
を
行
っ

て

い

る
。

お
そ
ら
く、

多
紀

元
簡
の

『

医

縢
』

を

引
用
し

て

い

る
こ

と
で

も

知
ら
れ

る

よ

う
に

、

当
時
の

医
学
考
証
学
派
の

文
献
実
証
主

義
を

模
倣
し
た

か

と

思
わ
れ

る

が
、

先
ず
は
、

現
行
本
「
傷
寒
雑
病
論
』

の

伝
承
に

疑
い

を

抱

か

ず
に
、

残
念
な

が

ら

強
引
な

独
断
的
な

推
論

、

考
証
に

終
始
す
る

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

し
か
し

、

『

傷
寒
雑
病

論
』

を

葛
玄
の

よ

う
な
道

教
的

人

物
と

関
連
づ

け
よ

う
と

し
た
こ

と

に

興
味
を

覚
え
る

。

前
橋

神
女
と

平
田

門
人

た

ち

三

ツ

松

誠

　

明
治
新
政
府
内
部
に

地

位
を

得
つ

つ

も
、

維
新
官
僚
と
の

対
立
を

深
め

た

攘
夷
派
と
し

て

の

平
田

門
人
た

ち
は
、

政
策
に

対
し
、

直
接
的
な

影
響

力
を

発
揮
で

き

ず
、

様
々

に

批

判
的
行
動
を

展
開
し

た
。

そ
ん

な
明
治一一．

年
の

冬、

前
橋
神
女
の

示
し

た

神
異
の

話
（

後
に

友
清
歓
真
が

紹
介
し
て

い

る
）

を

聞
き
つ

け
た

平
出
直
門
の

重

鎮
の

幾
人
か

は
、

神
々

の

権
威
に

よ
っ

て

自

分
た
ち
の

信
条
の

正

統
性
を

担
保
し

て

も
ら

う
べ

く、

こ

の
、

春
と

名
乗
る

霊

媒
に
、

様
々

な

問
い

を

投
げ
か

け
る

。

春
の

伝
え
る

神
々

の

世
界
は
、

平
田

派
的
な

要
素
に

よ
っ

て

彩
ら
れ
て

い

る

も
の

の
、

い

ざ

、
半
田

学
の

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

ル

な

部
分
を
よ

く
受

容
し

た

人
々

を

前
に

す
る

と
、

政

策
に

関

す
る

具
体

的
な

期
待
や

、

細
か

な

神
学
的
質
問
に

対
し
て

な
ど

、

十

分
に

は

答
え
る

こ

と
が

で

き
な
か
っ

た
と
こ

ろ

も

窺
え
る
。

他

方
、

国

学
者
内

部
の

争
い

の

は

ざ
ま
で

苦
し
む
平

田
家
三

代
目

延
胤
は
、

こ

の
一

件
に

つ

い

て、

信
用
し

き
る

こ

と
な

く
、

弟
子
た

ち
の

不
平
を

抑

え
る

と
い

う
政
治
的

効
果
に

ま

ず
期
待
し

て

い

た
。

　

結
局、

矢
野
玄
道
ら
の

主

要
門
人
は、

こ

の
一

件
に

関
わ

っ

た

直
後
の

（1233）399
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